
フィンドレー大学への協定留学 月例報告書（２月分） 
平澤美衣奈 

 
（１）はじめに 
 フィンドレーでの留学生活も残すところ 2 ヶ月となりました。これほど親しみ慣れたこの土
地をあと 60 日で去ると思うと時間が惜しいと思うのと同時に、やり残すことのないようにと気
が引き締まる思いもあります。本報告書では 2 月の生活やイベントについて主に触れていきた
いと思います。 
 
（２）節分 
 友達と一緒に節分のために恵方巻きを作りました。フィンドレーで恵方巻きの材料を揃える
のは魚を除き比較的簡単だったと思います。海苔やほうれん草などはアメリカのスーパーマー
ケットでも簡単に見つかります。魚は冷凍がありますが生食用ではないためカニカマで代用し
ました。酢飯作りはご飯の炊き加減や酢の調整が難しく練習が必要だと感じました。作り方を
説明しながら一緒に巻き寿司を作るのはとても楽しかったです。完成した恵方巻は正直日本で
食べていたものよりかなり劣りましたが、友達も楽しんでくれたため良い思い出になりました。 

 
 
（３）シカゴ 
 観光とコンサートのためにシカゴに行きました。シカゴは車で片道 5 時間ほどでした。シカ
ゴでは展望台や Navy Pier、シカゴのビーンに行きました。このような名所だけであればシカゴ
は 2 日間で回りきれると思います。シカゴに行ったらシカゴピザは必ず食べるべきです。今回
初めてディープディッシュピザを食べましたが、ピザの概念が覆るほど新鮮でした。冬のシカ
ゴはWindy City という別名に恥じないほど、とても寒く強風が吹くと言われていましたが、私
たちが訪れた日は幸いとても天気が良くシカゴ観光を楽しめました。アメリカのコンサートは
初めて訪れましたが日本とはかなり違い、これもまた良い経験になりました。 

 



（４）琥珀糖イベント 
 以前より一度はやってみたかった日本料理教室を開きました。初回は作るのが簡単で写真映
えする琥珀糖にチャレンジすることにしました。チラシを作り宣伝をしたり、クラスのための
練習をしたりして準備をしました。材料や開催場所を考慮し 15 人までの募集でしたが、締め切
りまで 1日を残してなんとか全ての枠が埋まりました。 
 クラスは正直あまり上手くはいかなかったと思います。中間テスト期間で忙しかったことも
ありますが準備が不十分だったことが原因だと思います。また機会があれば再挑戦したいと考
えていますが、次回はもう少し小さなグループで今回より入念に計画を練って挑みたいと思い
ます。 

 
（５）パーティー！ 
 学校の Black Student Union 主催の Black Tie というパーティーが開催されました。原則正装
での参加が推奨されていたため、パーティーはとても華やかでした。映画やドラマの中のよう
な世界が短い時間でしたが経験できました。留学に行く場合は正装としても使えるワンピース
を一着持って行くのも良いと思います。 

 
 
（６）終わりに 
 2月は中間テストもあったため、遊び勉強共にとても忙しく一瞬にしてすぎてしまいました。
時間がとにかく足りず、２月の下旬は少し体調を崩したまま 9日間の春休みを迎えました。3月
はもう少し余裕を持ちながらもこのまま全力で楽しみたいと思います。 


